
「北海道高等学校学力向上実践事業」 
平成２８年度教科実践講座（道南ブロック 地理歴史・公民） 

主体的・対話的な深い 

学びと科目間連携 

～「世界史」を例に～ 

◇日時◇ 平成２８年１１月２５日（金） 
◇会場◇ 北海道伊達緑丘高等学校 視聴覚教室 

北海道伊達緑丘高等学校  地理歴史科 



本校の研究実践事業 

●アクティブ・ラーニング研究協力校 
               （H27～H28） 
 
 

・校内研修会（年に３回） 
・公開授業研究 
・研究成果の普及等 
・日頃からの実践の積み重ね 
 

 
 
●国立教育政策研究所「教育課程研   
  究指定校事業」（地理歴史科） 
               （H28～H29） 
 
 

・科目間連携による学力と学習意欲の 
 向上～新たな単元と評価の構想～ 
・研究協議会等の実施 
 



◇地理歴史・公民の授業の内容はよく分かる 

本校 

全道 

23.1%  33.3%  28.0%   15.6% 

◇地理歴史・公民の勉強が好きだ 

本校 

全道 

どちらかといえ
ばそう思う そう思う 

どちらかといえ
ばそう思わない そう思わない 

どちらかといえ
ばそう思う そう思う 

どちらかといえ
ばそう思わない そう思わない 

25.2%  37.4%  18.1%   18.7% 

21.0%  44.6%  25.7%    8.8% 

18.7%  46.5%  26.5%    7.1% 

地理歴史科における課題の明確化 

（H27「北海道学力等実態調査」より） 



Ａ充実志向  Ｂ訓練志向  Ｃ実用志向 

Ｄ関係志向  Ｅ自尊志向  Ｆ報酬志向 

学習の楽しさを 
味わうため 

知力を鍛える 
ため 

仕事や生活に活
かすため 

他者との関係の 
ため 

プライドや競争 
心のため 

外からの報酬を
得るため 

大 ←
 

内
容
の
重
視 →

 

小 

学習動機の二因性モデル 

小 ← 学習の功利性 → 大 

（市川伸一，2001年） 

地理歴史科における課題の明確化 



Ａ 新しい知識や技能を身に付けたとき 
 

Ｂ 難しい問題が解けるようになったとき 
 

Ｃ 学習で得られた知識や技能を活用したり、何か   
 の役に立ったとき 
 

Ｄ 良い先生や友だちといっしょに学んだとき  
 

Ｅ 親や先生にほめてもらったり、友だちからすご   
 いねなどと言われたとき  
 

Ｆ テストや模擬試験で良い点数を取ったとき  

問 あなたは“どんなとき”に 「学習の充実感や満足感」 を得ること 
  ができますか。次の項目について満足度の高い順から並べてく   
  ださい。 

地理歴史科における課題の明確化 



第１位 Ｆ テストや模擬試験で良い点数を取ったとき 

第２位 Ｂ 難しい問題が解けるようになったとき  

第３位 Ｅ 親や先生にほめてもらったり、友だちから  

      すごいねなどと言われたとき  
 

第４位 Ｃ 学習で得られた知識や技能を活用したり、    

      何かの役に立ったとき 

第５位 Ｄ 良い先生や友だちといっしょに学んだとき  

第６位 Ａ 新しい知識や技能を身に付けたとき  

地理歴史科における課題の明確化 



生徒の学習動機と学習方法 

学習方法 … 学習の仕方の特性 

「Ａ充実志向」「Ｂ訓練志向」「Ｃ実用志向」など 
の内容関与的動機が高い人ほど…  

● 失敗を恐れずに成長・改善しようとする 
● 答えよりも考え方のほうを大切にしている 
● 学習の仕方を工夫しようとしている 
● 丸暗記ではない意味の理解を大切にしている 

地理歴史科における課題の明確化 



テストでは途中過程よりも 
答えが合っていたかどうか 
が気になる 

肯定的 
６４％ 

うまくいきそうにないと 
感じるとやる気がなくな 
ってしまう 

肯定的 
７３％ 

地理歴史科における課題の明確化 



正解のない問題や課題に取 
り組むことは無意味だと感 
じる 

肯定的 
３７％ 

なぜそうなるかはあまり考 
えず答えを丸暗記してしま 
うことが多い 

肯定的 
３４％ 

否定的 
２４％ 

否定的 
３３％ 

地理歴史科における課題の明確化 



図や表で整理しながら勉強 
するようにしている 

肯定的 
３５％ 

習ったことどうしの関連を 
つかむようにしている 

肯定的 
３４％ 

否定的 
３０％ 

否定的 
３３％ 

地理歴史科における課題の明確化 



①「テストで高得点を取る（良い評価や成績を得  
 る）」や「受験のため」といった目先の外発的 
 動機に基づく学習志向が強く、課題意識を高め 
 て追究したり、新しい知識を得て活用したりし 
 ようとする意欲に乏しい。 

②生徒の学習が「用語を覚えること」でとどまっ  
 ており、社会的事象の意味や意義、概念等を十 
 分に捉えているとは言い難い。 

③知識を活用したり、諸資料からの情報を読解し 
 たりする力、思考力・判断力・表現力等が十分  
 ではない。 

地理歴史科における課題の明確化 



否定的 
６０％ 

「世界史」 

 
「日本史」 

 
「地 理」 

地理歴史科における課題の明確化 

質問「〇〇は全員必修とすべきか」 

肯定的 
３８％ 

否定的 
６２％ 

肯定的 
６０％ 

否定的 
４０％ 

否定的 
４５％ 

肯定的 
５５％ 



否定的 
６０％ 

「世界史」 

 
「日本史」 

 
「地 理」 

地理歴史科における課題の明確化 

質問「〇〇を学ぶことは好きか」 

肯定的 
４０％ 

否定的 
６０％ 

肯定的 
５８％ 

否定的 
４２％ 

否定的 
５７％ 

肯定的 
４３％ 



否定的 
６０％ 

「世界史」 

 
「日本史」 

 
「地 理」 

地理歴史科における課題の明確化 

質問「〇〇を学ぶことは将来に役立つか」 

肯定的 
２２％ 

否定的 
７８％ 

肯定的 
４３％ 

否定的 
５７％ 

否定的 
３７％ 

肯定的 
６３％ 



否定的 
６０％ 

「世界史」 

 
「日本史」 

 
「地 理」 

地理歴史科における課題の明確化 

質問「〇〇を学ぶことは大切か」 

肯定的 
６４％ 

否定的 
３６％ 

肯定的 
７０％ 

否定的 
３０％ 

否定的 
２６％ 

肯定的 
７４％ 



「世界史」は全員 
必修とすべきか 

地理歴史科における課題の明確化 

「世界史」に対する生徒の意識 

肯定的 
３６％ 

否定的 
６４％ 

肯定的 
４０％ 

否定的 
６０％ 

否定的 
７８％ 

肯定的 
２２％ 

肯定的 
６４％ 

否定的 
３６％ 

「世界史」を学ぶ 
ことは好きか 

「世界史」を学ぶ 
ことは役立つか 

「世界史」を学ぶ 
ことは大切か 



肯定的 
５２％ 

否定的 
４８％ 

肯定的 
４８％ 

否定的 
５２％ 

これまでの社会科の授業で 
ペアワークやグループ活動 
をしたことがあるか 

グループ学習やペアワーク 
などの時間を積極的に取り 
入れてほしい 

地理歴史科における課題の明確化 



肯定的 
６３％ 

否定的 
３７％ 

肯定的 
２９％ 

否定的 
７１％ 

できるだけ生徒の発言を取 
り入れて、活気のある授業 
にしてほしい 

騒がしくなるのは苦痛なの 
で、講義中心でよいから静 
かな環境で授業を受けたい 

地理歴史科における課題の明確化 



④特に「世界史」に対する苦手意識が強く、学習 
 意欲や学習事項の定着度が「日本史」や「地理」 
 に比べて低い。 

⑤これまでの「地理歴史科」の授業では、科目相  
 互の連携（関連を学ぶ）が不十分であり、例え 
 ば「世界史」において自然環境とのかかわりや 
 日本史との関連から考察したりするなどの場面 
 が少ない。 

⑥主体的に学習する意欲や態度を高めさせる（家 
 庭での学習習慣、主体的・協働的な学習や言語 
 活動の充実を図るなどの授業改善）必要がある。 

地理歴史科における課題の明確化 



「本校の研究主題・研究内容」 

地理歴史科における科目相互の
連携を図った授業実践の研究 

 地理歴史科（世界史・日本史・地理）におけ
る科目相互の連携を図り、社会的事象の意味や
意義、概念等を他科目と関連付けて総合的に捉
えさせることで、地理歴史についての学習意欲
や学力をより向上させることができるのではな
いか。 

《研究仮説》 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

①各科目（世界史・日本史・地理）での軸とな
る学習内容に他科目の要素（エッセンス）を加
え、多面的・多角的に考察を深める。関係や
結びつき（接点）に触れ、時代を経るとともに 
世界が一体化していく過程をつかむ。《内容》 

例）東アジアの冊封体制、イラン文化と正倉院 
  宝物、マルコ＝ポーロ、イエズス会による 
  カトリック布教…… 

科目間連携（地理歴史）の視点〈例〉 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

②各科目で学習したこと（知識や見方）を活用 
して考察したり、教え合ったりする。《方法》 

例）「なぜ東南アジアでは国家間の経済格差が  
 広がっているのか」について、地理的条件と 
 歴史的背景の両面から考察する。その際、グ 
 ループワークとして「地理」を履修した生徒 
 に地理的条件を調べさせ、同様に「世界史」 
 を履修した生徒に歴史的背景を調べさせ、相 
 互に教え合う（ジグソー法・ロールプレイ等） 

科目間連携（地理歴史）の視点〈例〉 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

②社会的事象の意味や意義、特色や相互の
関連から、現代的な諸課題の解決（よりよい
社会の実現に向けた世界や日本の在り方） 
について構想する。《目標・意義》 

例）資本主義は持続可能な経済といえるだろう  
 か。その解決にはどうしたらよいか。 

科目間連携（地理歴史）の視点〈例〉 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

《これまでの視点》 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

《これからの視点》 



課題解決に向けて～科目間連携～ 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

例 ワークシートに
おける年表（世界史
と日本史との対比） 

・用語の穴埋め 
・比較して気が付   
 いたことを記入  
 させる 
 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

問  イギリス・日本両国における産業革命の歴史を比較して、 
  感じたことや気が付いたことを挙げなさい。 

・イギリスに遅れること約150年後に日本でも産業革命が起こっている。 
・イギリスで発明されたものが、遅れて日本に伝えられている。 
・どちらも飛び杼やミュール紡績機、力織機が使われている。 
・イギリスは創り上げたが、日本はまねをしただけ。 
・イギリスで革命が起き、色々なものが発明されてから約100年後に日本  
 に導入されている。ペリー来航後から色々なものが輸入されている。 
・ペリーの来航後、他国の技術を取り入れて産業革命が日本で始まったの  
 だと思う。 
・日本の発達は遅い。 
・日本の産業革命はイギリスなどの他国から導入されている。イギリスの 
 産業革命は『発明』で、日本の産業革命は主に『導入』となっている。 
・日本はイギリスから取り入れた物が多い。鎖国があったため遅れている  
 のか。イギリスは全て自らの手で発明していった。 
・イギリスは色々な資源がそろった上で産業革命が起こった。日本は急い  
 で近代化しないといけないという危機感から産業革命が起こった。 
 
 
 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

例 世界史・日本史の史料から
資本主義のメリット・デメリット 
について考察させる。 

Ａ 『共産党宣言』 
Ｂ 『社会民主党結党宣言』 
Ｃ 『日本之下層社会』 
Ｄ 日本の「工場法」 
 

・情報の読み取り、把握 
・ＡＢの主張に賛成か反対か 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

《賛成の意見》 
・貧富の格差により国民の不満が多く 
 なり、内乱が起こるかも知れないか 
 ら。 
・Ａはよくわからないが、Ｂは経済上 
 の不公平がなくなるなら良いと思う。 
 もともと貴族だった人たちの不満が 
 大きくなりそうだからなんともいえ 
 ない。 
・階級制度がある限り、貧富の差など 
 経済上の格差が出てくる。様々な格 
 差をなくすには、まず階級制度をな 
 くすべきだと思うから。 
・政治上の格差はなくなっても、経済 
 上の格差が残り苦しむ人も少なくな 
 いし、政権を平等にしても経済格差 
 によって少なからず影響を受ける。 

《反対の意見》 
・経済上の格差は仕方ないと思う。頑張っ 
 た人が頑張った分だけお金や地位を得て  
 いると思うから。 
・社会主義になると、頑張って仕事した人 
 もなまけていた人も平等になるし、競争 
 がなくて張り合いがない。 
・平等になれば資源の消費が激しくなるの 
 で、一部を除き全体的に人々の生活は厳 
 しくなるから。仕事をしても給料が同じ 
 なら労働意欲が下がってしまい、国がま 
 わらなくなる。 
・仕事などにみあった結果を得られない場 
 合、不満が出てきそうだから。 
・貧富の差が問題でも、平等にしてしまう 
 とみんなに同じ分のお金が入り労働しな 
 い人が出てくる。これも平等じゃない。 

正解を求めているわけではない 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

例 「自由民権運動」は成
功といえるか、失敗といえ 
るか。（歴史評価） 

・知識を基盤として歴
史的事象の意義、現
代の諸課題について、
多面的・多角的に考察 
する（歴史的思考力） 
 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

明治の「自由民権運動」は成功といえるか、失敗といえるか。その歴史を評価してみよう。 
（もちろん正解はありません。自分の意見をもつこと、相手の意見をきくことが大切！） 

○私は（ 成功 ・ 失敗 ）だと思います。なぜなら， 

 すべての人間の基本的人権（自由，平等）が革命などの出来事を通じて獲得
されたものであることを学習しました。とはいえ，現代を生きる私たちの社会 
には，さまざまな不自由や不平等があることも事実です。より自由で平等な社
会をつくり上げるために必要なこと，大切なことについて，具体例を挙げるな 
どしてあなたの考えを述べなさい。 

単元のまとめ 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

明治の「自由民権運動」は成功といえるか、失敗といえるか。その歴史を評価してみよう。 
（もちろん正解はありません。自分の意見をもつこと、相手の意見をきくことが大切！） 

○私は（ 成功 ・ 失敗 ）だと思います。なぜなら， 

 すべての人間の基本的人権（自由，平等）が革命などの出来事を通じて獲得
されたものであることを学習しました。とはいえ，現代を生きる私たちの社会 
には，さまざまな不自由や不平等があることも事実です。より自由で平等な社
会をつくり上げるために必要なこと，大切なことについて，具体例を挙げるな 
どしてあなたの考えを述べなさい。 

単元のまとめ 

                       この運動を起こしたときに 

完璧な成果がなく弾圧が起きていたけど、後の政治に自由や平等が与えられる 

という大きな影響を残していると思うから。 

人種間での差別をなくすこと、障がい者への差別をなくすことなど、同じ人間 

だからみんな同じととらえ、差別をなくすことが必要だと思う。そして核など 

の兵器をもつ国があるから、国どうしで不平等になっているから、兵器をなく 

し、武力においても平等をめざすべきだと思う。 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

明治の「自由民権運動」は成功といえるか、失敗といえるか。その歴史を評価してみよう。 
（もちろん正解はありません。自分の意見をもつこと、相手の意見をきくことが大切！） 

○私は（ 成功 ・ 失敗 ）だと思います。なぜなら， 

 すべての人間の基本的人権（自由，平等）が革命などの出来事を通じて獲得
されたものであることを学習しました。とはいえ，現代を生きる私たちの社会 
には，さまざまな不自由や不平等があることも事実です。より自由で平等な社
会をつくり上げるために必要なこと，大切なことについて，具体例を挙げるな 
どしてあなたの考えを述べなさい。 

単元のまとめ 

                       保安条例で弾圧されたり、 

様々な悪いマイナスの出来事はあったけれど、東洋大日本国国憲按が出される 

など日本ができるもとになったことが自由民権運動で生まれたから。 

自分だけが自由・平等とは考えず、様々な人たちの意見を取り入れること、例 

えば身近なことで言えば、会議などで自分のことを一心に考えず、しっかりま 

わりの意見を聞いて平等に決めることができれば良いのかなと思いました。 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

明治の「自由民権運動」は成功といえるか、失敗といえるか。その歴史を評価してみよう。 
（もちろん正解はありません。自分の意見をもつこと、相手の意見をきくことが大切！） 

○私は（ 成功 ・ 失敗 ）だと思います。なぜなら， 

 すべての人間の基本的人権（自由，平等）が革命などの出来事を通じて獲得
されたものであることを学習しました。とはいえ，現代を生きる私たちの社会 
には，さまざまな不自由や不平等があることも事実です。より自由で平等な社
会をつくり上げるために必要なこと，大切なことについて，具体例を挙げるな 
どしてあなたの考えを述べなさい。 

単元のまとめ 

                       政党がつくられたり言論、 

集会の自由などの良い点もたくさんあったが、それ以上に条例がつくられたり、 

政府からの取り締まりがさらに強化されたりと今まで以上に厳しくなった。 

たくさんの人、そしていろいろな身分の人からの意見が大切だと思います。そ 

して全ての人が思いやりの気持ちを持って生活をしていけば、不自由や不平等 

が減っていくと思うので小さなことを大事にしていきたいです。 



課題解決に向けて～科目間連携～ 

明治の「自由民権運動」は成功といえるか、失敗といえるか。その歴史を評価してみよう。 
（もちろん正解はありません。自分の意見をもつこと、相手の意見をきくことが大切！） 

○私は（ 成功 ・ 失敗 ）だと思います。なぜなら， 

 すべての人間の基本的人権（自由，平等）が革命などの出来事を通じて獲得
されたものであることを学習しました。とはいえ，現代を生きる私たちの社会 
には，さまざまな不自由や不平等があることも事実です。より自由で平等な社
会をつくり上げるために必要なこと，大切なことについて，具体例を挙げるな 
どしてあなたの考えを述べなさい。 

単元のまとめ 

                       様々なマイナスの出来事が起 

こり、集会条例改正による弾圧や1882年の福島事件で農民を弾圧したり、1883 

年の高田事件で自由党の人たちを対象にした自由民権運動に対する弾圧が強化さ 

１人１人が人種差別や女子差別などの不平等なことだと改めて思い返して、こ 

れからは不平等を少しでもなくすために、そういったテレビなどを放送して、 

みんなで考え方を変えていくことが大事だと思う。お酒などは20歳からなどと 

れ、悪循環となり、立憲改進党との対立も混乱になっていったため。 

いった法律もあって、あった方がいい不平等もあるから、区別していけば良い 



授業で目指したいこと 

考える ⇒ 考え抜く 

   悩む ⇒ 悩み抜く 
   あれもこれも教えない 

         生徒に調べさせ、表現させる 

     ペアやグループで教え合いさせる 



授業で目指したいこと 

《表現させる》ためのスモールステップアップ 

聞く 

書く 

話す 

（理解する・記憶する） 

（単語レベル） 
（箇条書きレベル） 
（文章・レポートレベル） 

（発表・プレゼン・体験） 

知識･技能 

思考･判断 
･表現 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力＝心を開く･経験 



授業で目指したいこと 

発問 

回答 

《表現させる》ためのスモールステップアップ 

先
生 

生徒 

話すことが得意な生徒なら 
良いが、そうでなければ 
苦痛・プレッシャーになる 

何もしなくて済む・傍観 



授業で目指したいこと 

課題 

《表現させる》ためのスモールステップアップ 

先
生 

生徒 

グループやペアワークなど
によって、まずは生徒同士 
で発表させたりする（全員） 

指示 



授業で目指したいこと 

何事も“イキナリやる”は失敗のもと 

年間指導計画や単元全体 
のなかで段階的に取り入
れることが好ましい 
授業内の生徒の活動時間を十分確保し、
じっくりスモールステップアップを図る。 

私（寺沢）が実験してみた結果… 



「北海道高等学校学力向上実践事業」 
平成２８年度教科実践講座（道南ブロック 地理歴史・公民） 

本日はご来校・ご参観・ 

ご清聴…誠にありがとう 

ございました 

◇日時◇ 平成２８年１１月２５日（金） 
◇会場◇ 北海道伊達緑丘高等学校 視聴覚教室 

北海道伊達緑丘高等学校  地理歴史科 


